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建築面積　市民会館：4,718.61㎡、エネルギー棟：263.84㎡ 計；4,982.45㎡

延床面積　市民会館；7,238.47㎡、エネルギー棟：263.84㎡ 計；7,502.31㎡

階　　数　地上４階建て

駐車台数　533台

駐 輪 場　最大収容128 台

施設構成　大ホール：収容人員1,008人（１階735席、２階253席、多目的室20席）

　　　　　小ホール：収容人員300席（移動席225席、可動席72席、多目的室3席）

　　　　　ホール附帯諸室、展示室、会議室、練習室、市民ロビー、市民ラウンジ、

　　　　　管理系諸室

建築計画概要

市民ロビー

鳥瞰１ 鳥瞰２
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安安来市民会館  
（（仮称）  

演演じる  

市民が輝き、いきいきとした 

活動の表現の場   
 

地域文化を根付かせていくため、実際に活動する人

や、活動を理解し支援する人を育てていく必要があ

ります。創造活動などを通じて得られる喜びや充足

感などを通して、地域文化を支える素地を広く育ん

でいきます。 

観観る・聴く  

市民の交流の場となり、多様な文化に 

触れることができる場   
 

文化芸術作品を身近で鑑賞できる機会を求める声に

応え、多様な文化のあり方を紹介し、多彩な文化芸

術作品に触れることにより、人々の心豊かな生活を

醸成する一助を担っていきます。 

集集う  

新しい安来の顔となり、市民が気軽に 

楽しく訪れることができる場  
 

合併後の安来市のシンボルとなるような施設となる

ことを目指し、市域全体から、市民が訪れやすく楽

しめる場としていきます。 

安全・安心な施設を目指します
①　見通しが良く明るい空間

②　市民の使いやすさ、安全を考慮した収まり

③　誰もが使いやすいユニバーサルデザイン

環境にやさしい施設を目指します
①　バイオマスボイラによる空調熱源により消費電力の縮減

②　断熱ガラスによる開口部、躯体壁面屋根面高断熱材料採用による熱負荷低減

③　搬出土がない建設計画

防災・交流の拠点となる施設を目指します
①　ホール内部は吊天井とはしない構造検討した鉄骨下地天井として落下防止

②　エントランス、ホワイエ、展示室は外部から視認できる開放的な開口部

③　地域の歴史や景観に溶け込むようデザインされた施設

長寿命な施設を目指します
①　建物を長く使用するための工夫がされた施設

②　エネルギーを無駄なく効率的に活かせる施設

③　建物の維持管理（修繕・清掃等）が容易である施設

環境

安心
安全

長
寿命

交流
拠点

【基本方針】

【設計コンセプト】
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メイン
エントランス

大ホール大ホール
舞台舞台

大ホール大ホール
客席客席

小ホール小ホール
舞台舞台

小ホール小ホール
楽屋楽屋

小ホール小ホール
客席客席

市民市民
ロビーロビー

展示室展示室
兼会議室兼会議室練習室練習室

兼会議室兼会議室

事務室事務室

ホワイエホワイエ
（小ホール）（小ホール）

大ホール大ホール
楽屋楽屋

搬入口搬入口

大ホール

小ホール

交流系機能

文化・練習系機能

事務系機能

配置図+１階平面図

　小ホール（300席）

　大ホール（1008席）

　小ホール（平土間形式）

　大ホール（花道設置時）
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ロータリーよりエントランスを見る駐車場より大ホールを見る

２階より市民ロビーを振り返るメインエントランス

小ホール 客席より舞台を見る小ホール ホワイエ

大ホール 客席より舞台を見る大ホール ホワイエ




